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多くの書物が教えてくれるように，古来，人は，太陽の動き，月の満
ち欠け，潮の満ち引きといった自然が繰り出す周期によって，時間の流
れを知覚してきた。そして，時代は移り，たとえばある社会では文明化
がおこる。機械化，産業化，社会の複雑化のもとで，カレンダーが導入
され，時計が重宝され，それらは人々の時間意識に作用する。現代に生
きるわたしたちは，時間を管理しながらも，ともすれば時間に縛られて
いるような感覚さえおぼえる。
「時間が決定されるためには，人間とは無関係のものであれ，人間が創

り出したものであれ，さまざまな物理的な経過の他に，同時ではなく連
続して起こる出来事を頭のなかで統一する能力，一緒のものとして見る
能力をもった人間が前提条件になる」（エリアス 1996 : 8，井本晌二・青
木誠之訳『時間について』法政大学出版局）。時間は，物理的時間と心理
的時間，自然時間と社会的時間などといった二元論でもって切り分けら
れ，学問領域分断的に語られることが多いが，社会学者ノルベルト・エ
リアスのこの言葉は「社会的な時間」と「物理学的な時間」を対峙させ
るだけでは時間は考察しえないこと，二つに分裂した事象としての「自
然」と「人間」や「自然」と「社会」の対比ではなく，「自然における人
間」および「自然と社会の相互依存」が〈時間〉を理解するのに必要な
基本概念であることを気づかせる。

いま，人との関係に限定して考察するにしても，時間は多義的である。
自然，天体の周期，季節の移り変わりなど肌で感じる時間（自然時間と
名づけよう），呼吸や心臓の鼓動，さらに体内で感じる周期的な時間（生
物的時間），時計で計測し，時刻表で管理できるような時間（社会的時間）
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がひとまず考えられる（宇宙のなかの人間，その一部として考えれば，
物理的時間も考えに入れることになるのかもしれない）。それらすべて
が，ある地点，ある時代，ある社会，ある文化に生きる人のなかに，「時
間」という名のもとに統合され，つねに同期しているかのようである。
そしてその「時間感覚」はヒトのばあいには言葉を通じても，継承され
る。言語は，人々の時間の切り分けかたを語としてかため，過去・現在・
未来を語彙と文法のなかに落とし込む。そしてそのコミュニティに伝達
可能な形で〈時間〉は言語知識のなかに包まれ継承されるのである。

言語のなかに自然時間はどのように刻まれているのであろうか。自然
の周期は初期的な段階から知覚されるものだと思われるから，基本語彙
に見てとることができよう。それらの語には，人が環境に適応しながら
その環境的世界を言葉でもって分けていったときのやりかたを見せてく
れるかもしれない。さらに言えば，どの言語にも共通する，時間を表現
するカテゴリは人間の時間認識の基本的な構造をわかりやすく示してく
れるかもわからない。さらに思考を進めれば，時間認識は，文明化され
た社会とそうでない社会の言語に，ある言語のいまとむかしの姿に，ど
のようにあらわれてくるのだろうか。そして，それはこころの時間の解
明に，また脳を中心とした神経活動における「時間生成」を考察するの
にどのような手がかりを与えてくれるであろうか。

このように生まれ出る問いは壮大であり，たかだかいくつかの言語を
とりあげていくつかの時間表現を観察して，なにかが出てくるようなも
のではない。自然時間，生物的時間，社会的時間などの統合として，人
のなかに在る〈時間〉概念を考えるならばなおさらである。本書を通し
てあきらかにできることはきわめてかぎられているが，時間表現の言語
学的分析，言語を通して人間の時間認識の一端を見ることと，さらに「時
間と言語」をテーマにしたときに考えるべき諸事象について議論するこ
とは，手始めになる。

本書は「時間と言語」をおおきなテーマに，言語学，哲学，神経科学
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の研究者たちがそれぞれの専門から自身の研究の最前線を明かす，そん
な本である。全14章。多くの章は，時間に関する言語表現に焦点を当て
る。出てくる言語は，日本語，中国語，トルコ語，英語，ロシア語，オ
セアニアのティンリン語，シベリアのエウェン語。時間に関する文法と
語彙の諸問題をさまざまな側面から論じる。とくに空間表現と時間表現
の関係，因果，時制，個別言語の時間表現を各章で取り上げている。こ
のような，言語表現を始点として言語の内側から人間の時間認識を探る
試みのなかに，第 2 章には神経科学，第 6 章と第 7 章には哲学の論考が
登場して，「いったいぜんたい人間の言語は〈時間〉に関わってなにをし
ているのか」という問いを言語研究者に，時間研究者に，そして読者に
投げかけてこよう。たとえば，なんらかの脳の損傷で「時間を失った」
患者さんの語りに，さらには，言語をもつヒトとそれをもたないヒト以
外の動物の記憶と時間の問題に，「時間と言語」を考えるのに外せない基
盤的考察の存在を意識する。

時間というのは，考えてみれば，「世界」の中心にある。ここでいう世
界とは，一つには〈自己〉を中心として構成する世界。自己認識，自己
をめぐる数多の経験の記憶において，時間概念は不可欠である。自己が
現実世界に結びついている実感を〈時間〉は与える。もう一つには，世
界の諸現象を覗く窓として学問的探究が機能しているとして，それでもっ
て世界を理解することが可能であるときに，さまざまな学問領域にわたっ
てそれが主要な対象ないし論題として研究されるという意味合いにおい
てである。すなわち，ヒトを含めた生物の生命の営み，宇宙，天体，自
然法則，因果，運動，音楽，言語の線条性とその制約ゆえの構造，文化
の継承，歴史などを理解するには，「時間」という概念の想定ないしその
関係における批判的検証を経なければならない。

さまざまな学問領域において考察される「時間」はそれぞれの理論の
姿をとる。物理学，哲学，生物学，人類学，社会学などには時間を主題
とした研究があり，とくに物理学と哲学には重厚かつ濃密な研究の蓄積
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がある。そして学問分野を越えた議論も始まっている（たとえば，物理
学と哲学の「時間の流れ」および「現在」をめぐる議論は森田邦久編著

『〈現在〉という謎─時間の空間化批判』勁草書房，2019年）。さらに，神
経生理学者の北澤茂先生を領域代表とした新学術領域研究「こころの時
間学──現在・過去・未来の起源を求めて──」（2013-2017 年度）とそ
れに続く「時間生成学──時を生み出すこころの仕組み」（2018年度より
現在継続中）といった研究プロジェクトにおいては，学問領域間の対話，
共同研究が積極的におこなわれ，新しい知の形成と結集が期待される。

本書はこの時間生成学の一つの計画班「言語による時間生成」（研究代
表者：嶋田珠巳，課題番号：JP18H05521）で企画した最初の出版物であ
る。「新学術領域」としてさまざまな分野が集って「時間学」を形成する
には，それぞれの分野で論じられている「時間」にすこしずつでも接近
しないことには対話が生まれない。ある分野の研究者たちが他の分野の
研究に触れつつ，共通の概念，コードをもって議論することは一般的な
方法であろう。他分野へもむかう好奇心を原動力に，時間に関する言語
研究を異分野の時間研究者に開くこと，言語学を外に開くことをひとま
ずやってみようというのが本書の趣旨である。

本書にいたる前には，講師による講演とディスカッションを中心とし
た公開型研究会「時間言語フォーラム」および「言語による時間生成」
プロジェクトメンバーとの研究会などがあり，本書はこのプロジェクト
の計画班・公募班メンバー，フォーラムの講師・参加者が執筆している。
時間言語フォーラムは，これまでに 6 回にわたって「時間の語彙」「時間
順序と因果」「時間と脳と言語」「時間・空間・ダイクシス」「コーパスと
言語処理技術によるアプローチ」「時間と言語の哲学」といったテーマで
開催した。

本書の章立ては，おおきくは一般的な問題から個別への流れをつくり，
時間と空間，理由節とテンスなど，共通するトピックは近接するように，
さらには共通要素のバトンを引き継ぐようなかたちで構成した。第 1 章
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は序章として，言語学になじみのない読者にも言語を見る基本概念がつ
かめるようになっている。章立ては流れを意識して構成したが，各章は
独立している。読みかたは読者にゆだねたい。「時間と言語」の諸議論が
読者の興味を喚起し，これからのさまざまな研究，考察につながってい
くことを想像する。

 2020 年 10 月
 編者
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